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基本的には社会奉仕であるとか、国際奉仕であるとか
というものに対するロータリーの人たちがよく使う単
語になっています。今は名誉会員になっていました
が、林さんは何かあると必ずこの、超我の奉仕、超我
の奉仕って言ってるのをよく思い出しますが、今のメ
ンバーで、超我の奉仕って言う人はなかなかいないの
で、この次は多分金田昇さんが毎日のように超我の奉
仕、超我の奉仕っていうように喋るようになるんでは
ないかと思います。もう一つ自分の職業奉仕に関する
ものとして、そこにある「One profits most who 
serves best」これが「最もよく奉仕する者、最も多く
報われる」。だから、一生懸命他人のために対して尽
くす人が一番それに対して報われるんですよ。だか
ら、一生懸命奉仕しましょうと。他人の為に思って何
かしましょうというこの二つが職業奉仕上のモットー
になっている。今、吉野さんが一生懸命勉強している
ＲＬＩなんかに行きますと、この「超我の奉仕」と
「最もよく奉仕する者、最も多く報われる」というの
知ってますかとかって必ず聞かれるようなことになり
ますから、新入会員に皆さん方はロータリーの一つの
タームとして覚えておいてもらいたいということで
す。それから、日本語の奉仕というと勤労奉仕にして
も何にしても、あるいは神社だとかお寺に対して何か
するという場合にも、基本的には自分に対して何か利
益がもたらせるのよりは、無償で何かやってやるとい
うことを通常日本語で奉仕というんですけれども、
ロータリーでいうところの奉仕というのは、いわゆる
言語のサービスですから、このサービスというのは無
償の奉仕ばかりじゃなくて、そのやってあげたことに
対する対価として、ある程度の自分に対して益になる
ものを貰うということは、それは排除していないとい
うことですね。排除したら職業奉仕なんか言ってられ
ませんので。自分の職業を通じて社会に奉仕をして、
そのためにお客さんからそれなりのものを頂戴すると
いうのは当たり前の事なので。この場合の奉仕という
のは、無償奉仕ばかりでなくて有償奉仕の事も何かを
得るということも全然問題はないんですけども、この
よく言われるのはその偽装何とかかんとかって、それ
以上の事を利益を得ようというのは、それはロータリ
アンとしては駄目で。やったことに対して、相応の価
値を求めるというのはサービスの範疇から出ていな
い。とにもかくにも、thoughtfulness、helpfulnessを
もって、相手に対して相手の意に添うように尽くして
あげる事。これがサービスだというわけです。有償に
しろ無償にしろ、それなりの奉仕を売るにしろ、何か
してあげるサービスをする時にそれは本当にどうなっ
てるかというのを試すのが、ここにもある四つのテス
ト。このテストにのっとって、これから自分がやろう
としているものが、それに合致してるかというものを
必ずチェックしながらやってください。この4つのテ

ストと「超我の奉仕」と「最もよく奉仕する者、最も
多く報われる」。この単語に関しては、ロータリアン
の方々は必ず頭に入れておいてもらって、何か意識的
にやらないと奉仕をしないではなくて、無意識のうち
にも他者に対してthoughtfulness、helpfulnessの行動
がもう何も考えなくてもさっと自然と出てくる。こう
いうふうな事になるのがロータリーの目的だというわ
けです。それに対して、その私たちクラブというのは

どうなってるかというと、定款の3条にあるわけです
けれども、一つ一つを説明しだすと難しいので、新入
会員の人たちにはこのAからEまですべてまとめて奉
仕の理念を持って奉仕を実践をする。いつでも四六時
中、朝でも昼でも夜でも、春夏秋冬なんでもいつで
も、相手の為に対して奉仕をすると。そういうふうな
心を持った人間の真のロータリアンになるところの、
そのロータリアンを育てるのが一緒に集まっているこ
のクラブであるというふうに理解をしてもらえればい
いじゃないかと。ですから、ロータリークラブという
のは親睦で楽しい事をするというのはそれはもちろん
ですけれども、その目的は自分自身が真のロータリア
ンになるためにそれを育む所、育成する場所であると
いうふうなところがクラブになっているというわけで
す。皆さん、3年以上なのでこんなこと言われなくて
もいいと思ってるでしょうけど、まあ喋ってる私もそ
う思ってます。ロータリアンという人はどういう人が

なれるのかというと、定款の第8条の会員身分の第1節
全般的資格条件というのに、善良さ、高潔さ、リー
ダーシップを身をもって示し、事業、専門職、及びま
たは地域社会で良い評判を受けており、地域社会及び
または世界において奉仕する意欲のある成人がロータ

（４）

ロータリークラブとは

ロータリークラブ定款 第３条 クラブの目的

（a）ロータリーの目的の達成を目指すこと
（b）五大奉仕部門に基づいて成果あふれる奉仕プロジェクトを実施すること
（c）会員増強を通じてロータリーの発展に寄与すること
（d）ロータリー財団を支援すること
（e）クラブレベルを超えたリーダーを育成すること

奉仕の理念（ the Ideal of Service ) を以て
奉仕（ SERVICE 意義ある事業）を実践する
真のロータリアンを育てる

真のロータリアンを育成するところ

ロータリアンとは

ロータリークラブ定款 第８条 会員身分 第１節 全般的資格条件

善良さ、高潔さ、リーダーシップを身をもって示し、事業、専門職務、および／または地域社会で

よい評判を受けており、地域社会および／または世界において奉仕する意欲のある成人

ロータリー入会者の条件

①事業の管理者であること

②管理経営する事業所が、その職種・業界において指導的立場にあること

③人柄が高潔で、誰からも信頼・信用されていて、社交性がある人物

④入会後、ロータリーに対する熱意を持つであろう人物

⑤入会後、ロータリーの例会会合に出席を欠かさないであろう人物

⑥入会後、ロータリアンとしての実践活動を怠らないであろう人物
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リアンになれるんですよと言っているんです。それを
簡単に箇条書きに書いてきました。通常は一業種一人
で事業の管理者。その事業についてある程度自分でな
んだかんだ出来て、自分で自分の時間を勝手にある程
度自由ができるような、その事業の管理者であるこ
と。その管理、経営する事業所が、その職種、その業
界において指導的な立場であること。それが一業種一
人というふうな事で。その業界の代表の人がロータ
リーに入ってれば、そのロータリーで真のロータリア
ンになった人はその業界においてそのロータリーの精
神をその業界全体に行き渡らせることができるという
わけですね。人物が高潔で、誰からも信頼信用されて
いて、社交性がある人物。で、ここまででは残念なが
ら駄目で、そのここから4番目から6番目が大切だとい
うわけであります。どうぞ新入会員の皆さん覚えてく
ださい。入会後、ロータリーに対する熱意を持つであ
ろう人物。それから、入会後ロータリーの例会、ある
いはＩＭであるとか、地区大会であるとか、ロータ
リーの例会、会合に出席を欠かさないであろう人物。
入会後、ロータリアンとして実践活動を怠らないであ
ろうそういう人物。そういう人物をロータリーの会員
として新入会員に勧誘してもらいたい。1から3までば
かりじゃなく、ロータリーに入った後もちゃんとやっ
てもらえそうだというふうな人を出来るだけロータ
リーの入会者として誘ってもらいたいというふうに書
いてあるというわけです。世界において奉仕をする意
欲がある人。入会するばかり、良い評判を受けている
だけではなくて、入った後もずっと奉仕の意欲のある
人。そういう人がロータリアンになれる条件なんです
よ。是非、この4番目から5番目をクリアできる人を新
入会員として迎え入れたいというわけであります。こ

の例会というのは、それはクラブの定款の5条の先程
言った目的やロータリークラブ定款の7条では、細則
に定められた日および時間に定期の週の会合を開くも
のとすると。こういうふうにしか定款上にはほとんど
書いていないんですけれども、今まで話をしてわかる
とおり、毎週一回開く例会というのは先程から言って
いる奉仕の理念を奨励、育成するところ。会員一人一
人が会員の家庭の中で、会員の職業を通じて会員が属
する業界全体で、会員が属する町で、その地域で国で

世界で奉仕の理念を持って意義ある事業を実践できる
ようにと、例会では真のロータリアンになろうとする
学びの場所というのが例会であるというふうに考えら
れているので、ここにご飯を食いに来るだけではない
と。学びの場であるという意識を持って、たまたま隣
に座った人と何かちょっと会話をして、自分の為にな
るようなちょっとした一言を聞く。あるいは、自分が
喋るというふうな親交を交わすための真のロータリア
ンになるための学びの場所というのが例会であるとい
うふうにとらえられているので、例会というのをロー
タリーは大変大切に考えているというわけです。その
事が定款の中に書かれています。これは本当に厳しい
事が書かれていて、私自身も読んでいて自分はロータ
リアンじゃないなと思うことがあるんですけれども、
一応これは国際ロータリーの決めているクラブ標準定
款なので、とりあえず一回読んでみます。そこには、
13条の4節に書いてあります。出席率、会員はメイク

アップを含むクラブ例会と衛生クラブ例会の出席率が
少なくとも50パーセントに達しているか。年度の各半
期ごとにクラブのプロジェクト、奉仕プロジェクト、
行事、その他活動に少なくとも12時間参加している
か。または、バランスの取れた割合でその両方を満た
していなければならない。50パーセント、あるいは奉
仕プロジェクトで12時間以上。なかなかハードルきつ
いですね。さらに、2項目めはもっと実は厳しいんで
す。年度の各半期ごとに本クラブまたは衛星クラブの
例会総数のうち、少なくとも30パーセント。上で50
パーセントと言ってるのに、2番目で半期ごとに30
パーセントと書いてあるから、いってみれば結局は年
間で60パーセント以上出ろって実は言っているんです
ね。30パーセントに出席、またはクラブのプロジェク
ト、行事、その他の活動に参加していなければならな
い。これはえらいハードルが高いですね。ＲＩ理事会
によって提示されたガバナー補佐は、この義務を免除
されると思うんです。ガバナー補佐はそのガバナー分
区内のクラブを定期的に回っていかないといけないの
で、自分のクラブの例会はなかなかこのパーセントが
クリアできないから、この義務が免除されているとい
うわけですね。規定どおり出席できない会員は、理事
会が正当かつ十分な理由があると認めない限り、会員

（５）

例会出席への厳しさ ①

ロータリークラブ定款 第１３条 会員身分の存続 第４節 終結 ー 欠席

(a) 出席率。会員は、

１ メークアップを含むクラブ例会と、衛星クラブ例会の出席率が少なくとも50パーセントに達して

いるか、年度の各半期間にクラブのプロジェクト、行事、その他の活動に少なくとも12時間参加

しているか、または、バランスの取れた割合でその両方を満たしていなければならない。および

２ 年度の各半期間に、本クラブまたは衛星クラブの例会総数のうち少なくとも30パーセントに出席、

またはクラブのプロジェクト、行事、その他の活動に参加しなければならない（RI理事会によっ

て定義されたガバナー補佐は、この義務を免除されるものとする）。

規定通り出席できない会員は、理事会が正当かつ十分な理由があると認めない限り、会員身分を終結

されることがある。

例会とは

ロータリークラブ定款 第５条 ロータリーの目的

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。

ロータリークラブ定款 第７条 会合 第１節 例会

本クラブは、細則に定められた日および時間に、定期の週の会合を開くものとする。

例会とは奉仕の理念を奨励育成するところ

会員一人一人が、会員の家庭の中で、会員の職業を通じて、会員が属する業界全体で、

会員が属する町で、地域で、国で、奉仕の理念を以て意義ある事業を実践できるように

例会とはロータリアンの学びの場
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身分を終結されることがある。こう書かれているんで
すね、定款では。怖いですねえ。本当に怖いです。そ
の次、ロータリークラブ定款13条、会員身分の存続第
4節のその次です。（b）というやつ、連続欠席。理事
会が正統かつ十分な理由があると認めないかぎり、連
続4回例会に出席せず、またはメイクアップもしてい
ない場合。その欠席がクラブ会員身分の終結を要請し
ていると考えることができる。だから、1か月間1回も
出てこないと、あんた辞めちゃったんだねって言われ
る可能性があるわけですね。こんな事言ったら大概の
人みんな辞めちゃってますよね。だけど、こう書いて
あるんです。怖いですね。理事会が会員に通知した
後、理事会は過半数によって会員の会員身分を終結す
ることができる。こう書いてあるんですね。理事会に
あの人辞めさせっぺと提案するのは大体会長ですか
ら、まあ皆さん月4回も連続してずっと欠席しても、
あんた辞めっせと言われないのは、みんな高畠会長が
優しいからですからね。だから、会った時には必ず高
畠会長にどうもありがとうございます。あなたのおか
げでやっとロータリー会員でいることができるんです
と、会長に頭下げないといけないというわけですね。
こういうふうに定款で書いてあるんですよ。いや、本
当に怖い定款ですね。ここに書いてあるのは、結局先
程ロータリーの入会の条件の4番から6番、黄色いやつ
でありましたけども、もう一回ここに改めてまとめて
言うと、名誉あるロータリアンという地位を引き受け
た以上、ロータリーの例会へ常に出席する義務を負う
ことを会員候補者に必ず告げておかなければなりませ
ん。ですから、入会候補者には半期ごとに30パーセン
ト以上は必ず出席しないと駄目なんだよと。連続して
ひと月に一回も来ないと辞めさせられちゃうんだよと
いうことを、前もって告げておかないといけない。そ
れを了解した人が我がクラブの新入会員になっている
わけですから、ここにいる皆さんは既にこのことは当
たり前としてわかってる人というふうに思われてるわ
けですね。たまたま4回以上休んじゃった人は、必ず
高畠会長にどうもありがとうございますと、こうお礼
を言ってもらいたいというわけですね。お礼の印とし
てスマイルを出すというのもいいかもしれません。実
はロータリーというのは学びの場所だけだというとギ

スギスとしてしまいそうですけど、その前段として親
睦というのをロータリーは大切にしているわけであり
ます。よくロータリーの活動はすべてのロータリーの
樹というふうに例えられることがよくありますけれど
も。このロータリーという樹、苗木が成長するため、
その根に栄養を与える土壌というものが親睦なんで
す。ですから、一週間に一回この例会に出てきて、お
互いの会員同士が何だかんだの他愛もないような一言
を通じて少しづつ親睦を深め合っていくと。これが
ロータリー活動の根本になっているということだけは
いえます。ですから、月4回ずっと休んでも大丈夫だ
というのは、高畠会長と共々に全会員の一緒に頑張り
ましょうという親睦の心根がみんな持っているから、
そういうふうなギスギスした事にならないわけですけ
れども。その前段として、ロータリーを育てる土壌と

しての役割が親睦になっているというわけです。現
在、西クラブは66名いて紹介者が2人で新入会員入っ
てきたとしても、その紹介者とは親しい間柄かもしれ
ませんけど、66人の会員全員と入会してすぐに親睦を
深めるというのはなかなか難しいかもしれません。通
常は定款上に書いてあるのは、このアクエインタン
ス、フレンドシップ、フェローシップというふうに、
毎回毎回例会に出てきて会員同士の付き合いを通じて
少しずつ親睦を深めていくということが、ロータリア
ンとして要請されています。66名のうち紹介者以外の
63名くらいの人とは、一番初めはアクイエンタンス、
ただ単なる顔見知り、知り合い程度ですけれども、毎
週毎週例会に出てきて、何気ない言葉を交わしながら
少しづつフレンドシップを強める。この場合、まだ
ロータリーの理念について深くわかっていないので、

親睦とは ②

Acquaintance と Friendship と Fellowship
Acquaintance 顔見知りや知り合い程度の交友

Friendship 目的や理念が違っていても気にせず、クラスメイトや幼馴染みなどの

親しい友人の間柄で使用される友情

Fellowship 目的や理念を同じくする関係で、チームの同僚や組織の組合員などの

「志を同じくする者、相集い、力を合わせ」という仲間意識

ロータリークラブに入会すれば直ぐにロータリアンと呼ばれるが、新入会員は例会に常に出席して

「Acquaintance Friendship Fellowship」へと交友を深め、ロータリーの同志となりましょう。

例会出席への厳しさ ②

ロータリークラブ定款 第１３条 会員身分の存続 第４節 終結 ー 欠席

(b) 連続欠席。 理事会が正当かつ十分な理由があると認めない限り、連続4回例会に出席せず、また

メークアップもしていない場合、その欠席がクラブ会員身分の終結を要請していると考えることが

できる。

理事会が会員に通知した後、理事会は、過半数によって、会員の会員身分を終結することができる。

名誉あるロータリアンという地位を引き受けた以上、
ロータリーの例会へ常に出席する義務を負うことを、
会員候補者に必ず告げておかなければなりません。

親睦とは ①

ロータリークラブ定款 第５条 ロータリーの目的

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。

ロータリーの樹

ロータリーという苗木が成長する為、

根に栄養を与える土壌が親睦である

ロータリーの親睦とは奉仕の理念を育む為の土台

親睦なくしてロータリーの成長はない






